





















情報文化学部 ●･･. 誠や地l紬 問別 羊へのu忍減
. を全r-7生･1･ほとTるt.tか,
.･･･.… .･･･◆● 語 臼国語,口./7語のい41Ttかの
言語を亨ひ そTl:_基づいf=異文化三g節とEi)際理解を深め






















不 フuクラムL上介よNヒCラー~ノクりス )との締 V:rJrr,含rせ
i.J:り設:+きれ ,TL⊥qatアナリストや本7スタ ブも含め大 ′全体とし(
Å施しTJもの 〔ある Cフ ~ンクによる右M告は,1T7の内界 人間付!
付 目束性とい [-'f-h乍か単暇:=既<LrFLもじる不'&IをL､JM-取り除く







2 本プログラムの趣 旨･目的 ･達成 目標
1.趣旨･白的


















STEPl r企士ニース｣7JlhlJ辻Lir新入社員の榔帆でiETL,aL向けtLアン/) ト｡月利f･才.lJ∃県内企太(uH小 に行い との､L)tH l入手1m 刑葦を取柁
/LL'いるのJ)l又 とU)よう/.スキルJl末めぐいるの//㌦k.査した このアンケ ト結党をljL心フr3'}フム内容を任せ('佃成し/L三伯嶋.1寸会:I
L,▲I"ふし｢､A圧印Jlと｢eフ 二ンクけJl 内布を決ji'し.ru札挫LTFJiBの美,Tl.と oラー二/ク｢/Tンソ｣のPil粂制作を11)た
STEP2 r+-牛ニ ス 半成2?年度Lf前年は J序fTEl三./r甘 美し.Ijr生のアンケ ト結果を分I_F:L II圧し対 Tる評価ととのような入祇前の不安
STEP3 rJ.L＼生一一ス 平,bi23fr度√.こ 約年良･Th持した辛ブ生LI入1二緒の.メt,7乙とホプロ





i三Jl及TJtメ ル1二日T.r ヰ 小 )J′王は=鞄 iiか由!ど声をかtl同知将庇 を
行 ,-_
2,成果


















討 ㌔ ji- の支 丁.A
1)就職内定(内々定)を得られない者への支援策
8日 1ク月 日1回;I5匡)の†羊内分jt説明会E合同 を実施した 1,+.ITl内企烹説明会
ぐは｢ハロ ワーク と逮捕し ハO-ワ クに芸者寺されている個別.丸)､払介月TJ相談会を弓子
た 1月-2円､一nゝLlT1 ハロ リ クJEli矢倉 単独介姓説明会で胤考会､を宇内て行い 3日
には笥jE安定末h 仮 歪i妻公を行 た
2)未内定のまま卒業した者への支援策
束人及ひ入内定者支払窄ま 回･県 市等 ;Jっいて.'Ttlihやメ ルで指せ岳は供F-行い 8'1 1
2月1-実施したr宇内企言説明会 会同 ｣の7:円ケIけ tと縫紋的■I言はJflTI_き′卓写
生に対してもハローワーJ}t達托しM報は供 ′伝.言合を行)た
○ 冥施禎討会

















































◎ 〇 新入社員研修を実施していますか' ◎ a 新入社員研修の実施内容 (企業アンケートより抜粋)






































































































T字 r`放えていただいたのでわかりやすか-)た 出糟はするなということがよくl)～-)た 自分L)しく
かんIJりたし､と思 った､
全体的に今上会L出fLrう役立つ内容て 指にPREP漆は､姐が苦手fJ自分にとっr､と(t'役に丘
平 成 2 2年 度
平 成 2 3年度



























喜空 と心 を-致 させる (内容の理解 ､自身の納得)
6話の聴き方の三段階
事実 をありのままに聞 く(復唱 する)
･必要 な情 報 を訊く(5W2Hに当てはめて)





































内定先が自分の身の丈以上の柏様なように思 ってい 今回の研鰭でも3)-1たことでTか 自分の考えと上司または会i土としての市i十のilいカ､あったとき との









先¥方の体眼振Lく【発rLL_なる クルーナノー '/Llこの繋韻感のある竺Tt(こu,必要lLrと思-)/=n 三吉しの内容や只1本15IがLIJ､-)りしていたので
I)ループを組t.ことで 他の人かどのJう's考え方 視LjrJのか理甲できた ワークを遇L,'て El分/ifらとう 具体例hl多く理解 イメー ンJ)】LやすかっT=｡












































糾戦 (る前Ll Ji会人にIJるの,)､奴で不安はかり3)つた しかし 乱戦 J)"j
する前に受iJLLことL=よ-J( 前向きもTt持うにJ+.1れIL L､'iyhLIiL 学生時代にu失敗してt)白iifJlの苛任/だったが 社会人にもJと白
TL-鴫､辛いことはJ),.)でとてもじゃ/dいいと前向き/J気I与もに/Jtt/J 'J)の失敗は上司の大仁であり余日の背任となる しかし､多くの失敗を
かつ亡 母iIL人事uはとんと1.111辛い 排たと警いなからLhいてい してしまうILd)⊥司から怒られてしまう そういうときLpマイナス思考,.I








時たま ｢自分かこのK規にいてらいいのか｣に こLこいてb役に立つ PI粍q所が変わること｡
人ヰイ7･はないんじゃrjいカリと考えてしまうことがか は すb 仕Tlが多いのに残業をさせてもらえないI=め仕事が残り由っrL ･る〉

























































LJに当たり前のことですので あfり自分を井めろ必要Liあり書tん Jrとい･}て 何事t,(立入
のt!いにしていいわけでblJいでTの C､そのiaLJのI(ランスが大場1ごと思いST ヂ帝 tE.ら
それを†A未申です｡



























3年.､泊り えb前の内F者のilf略を書El当させ r頂くrF): ･i言を





lqJi 字号邦の中小令 号の人′Jl育鑑真3鼓L･fT,TLJ替 るLTとLj 叫
入iiLI3の早耶穏抗 ストレスt.よるメ/夕,I,不全+.へT/対応を Lt?I:1
A?,lTn> .I.- jt_!SJ(いか+JHJL.-Lいけもいとい-)I:と.'･T
そん'lrl( 7h人いf:-rJ半券岩無恥:/ )いL,Ll 以前より言わ11(い
′しこと√1.計りlしこが 1吟と･享丈T; のせ化の辛共生.J･?Hlデ｣
人L,/.るこ.ifI,･〉与的言一見られるJ:うL 'JlilL
t)t,ら/ 川 とりttJu t:JL'-船1t;きち化しI.:･-i.A I
tIi聖上､HJllrか r言1れ7.L7とり ilEi臥 取ー▲ノ維 3, j] 指
示 E_ilh-し､◆lい/_とLlI+.人'JL､lO)l'1.E:Lあるの LL hIJ駄 犬や1･





=肝の亨千人Rl空のOJTr;t 与りjfflの J-← I)】).lLS,ます,?,
t,作るIJhの√こ/_'8-)_1-'.E]L･,T勺 l`ス1J/A1k^しまレ'一
上司.Jn先輩との人FTm15'r早勺【強同【作ることLJ I( 失敗
▲ご'清TJ込んこいZJとtjt: 人I,ヨス'Jif ＼ルフ の1,.イン/i_LJ,
erとかtLスま寸
書だ潟の'/フイアント食 N-kの入三･半F ILTn字句人)+E2のアノケ ト
生月ますと 払･aL'｡雀も声Je川lIr′411 不女L / J土t,Jミ
ラ･iltす 1〇日LH.{いいかす小 ILか 1｣'_この声jt,3く陪 こきま
せけ入tt企TJ:㍗ L育成 !｢づrjのTLf.Lとスキルを向 lLrいくこ
rtJ.L3'姐 L-,11ありまTJt▲ 1才,: F]'jJr.らhl13IZが､l仲 11､Ll(い
くこ～のLl･卓憎をムL云,iい り JL-.
失敗しないたd)Lはとうし'-J-いい/ノ､?｣/J/, ナ`･レン/をす
れiLfzLtJ失敗 を羊三好 4-る iの叫と)葬り～+.Lス･'JI)･'71yいフハラ
タイム/フトを起∴rtがの 今Ei)の j-)/T人言,1職かj脚r･Tu 甲朋離鞍上
fj班 メ//}ルヘルスり一Li L' 人才P蒜0)L1,る 企tFlJ(あ たと
Jt^ JT
l､｣上､こ幸臣害申し上I,1Jヰ
本研修の設計･開発･実施について NECラー二 ンク牲 粂t梅 原 ､納 日
言草の軸 ,1で 1ーい+%の寸ITと)て 各棟1.g金かbJ士もL～Le,人l:I.1rl
l手 帝京乍IJ)3つq'JTl音 をいかにk相 亡き舌か1,ホイノトとアスr_
こ1こL)lt,い空的費‡･か強く -ー方的:ニス1-I,ケすム達~するし,1のDA ,ft
ヨ3}してLl輯和か糊桔できJ=-い そTLT 奇=主音の共巧 ケ;弓LHtる1ノ
見せ方 を工夫)rTlつきを与え そのほて定吉 宗論て1･1 4閉るとい
う2上玉毘'.絹J文こし/_ 土fi言Ib先てある県パ全土のLJ'.向ケb官iTる
/一g)アンケ-ト至美推し 菅講肴へのメ せ シとJ(tnt.L払IJ込
i;=ttL,T_
託 日量E3気つきを与える ては eラ 二ンクl.Lるけt:1実施L,
た 叔′メ作成にあたり 争占A者と同し立場 l巧定着 の人物 を仝JotDさ
せ､スト リ 仕立てて社会人の先生がアトハイスし{いく付2とし/I
前向き/J&勢 良好fJ人間関係作り､段取り力､考える力という4つの
テーマて梢成し､適宜伝 えたいアトバイスを表示させた 作成 した教
材のイメ シは図 1を参照
第2段階 (恵三生付けを図る)では､集合研修による研修 を実施 し
icラ ニンクの積り返りだけでなく､実際の職場での体挨喜茨を紹
介勺ることecラ 二ンクの内容をより実践的に捉えられるよう工夫
Jた クル ノワ-クを適宜挟み､受講者自身で考える時間 を作 っ
/i ｡示すこと 1-内分の考 人か整理され､他人の意見を聞 くことて感
化され 結果とし(理解 J窯化を陰る狙いを持たせた
寿ノUクラム .)Jiち所LjL'～,LJとt,bり 争Jhi.;鉱の占い


































































































: 0 欝 3竺 讐警
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